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１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
下
津
町
高
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
二
月
ぞ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
稲
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
岩
野
見
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
雄還
跡
の
時
代
　
鎌
倉
ぞ
室
町
時
代

７
　
近退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
津
城
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
守
護
所
が
あ

っ
た
可
能

性
を
も
ち
、
応
永
七
年

（
一
四
〇
〇
）
着
任
と
推
定
さ
れ
る
斯
波
氏
の
、
尾
張
守

護
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
文
明
八
年
（
一
四
七
一Ｃ

斯
波
義
廉
と
織
田
敏
広
が
、

斯
波
義
敏
方
の
織
田
敏
定
に
城
下
を
焼
か
れ
、
退
城
し
て
廃
城
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

発
掘
調
査
は
、
県
道
拡
張
工
事
に
伴
い
、
愛
知
県

一
官
土
木
事
務
所
よ
り
委

託
を
受
け
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
堀
跡
と
考
え
ら
れ
る
大
濤
跡
、
井
戸
跡
、

土
器
溜
り
、
土
羨
群
等
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
木
簡
、
漆
器
、
下
駄
、
杓
子
、

曲
物
、
陽
物
、
中
国
陶
磁

（
二
彩
、
天
目
茶
椀
、
青
磁
、
白
磁
、
染
付
）、　
土
師
質

土
器
、
古
瀬
戸
、
古
常
滑
、
瓦
質
土
器
、
石
硯
、
砥
石
、
貨
銭
、
飾
金
具
、
小

柄
、
人
骨
等
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
大
濤
跡
は
、
片
岸
に
護
岸
用
と
考
え
ら
れ
る
三
列
の
杭
列

を
伴
い
、　
一
方
の
杭
列
に
は
、
直
径
三
を
四

ｃｍ
の
竹
を
二
ぞ
三
本
横
に
さ
し
渡

し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

出
上
し
た
木
衛
は
四
点
で
、
他
に
文
字
が
な
い
木
衝
様
の
木
片

一
点
が
あ
る
。
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９
　
関
係
文
献

岩
野
見
司

・
北
僚
献
示

『
下
津
城
跡
発
掘
調
査
概

要
報
告
書
側
』

（稲
沢
市
教
育
委
員
会
）

一
九
八
〇
年

（北
條
献
示
）
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